
 

 

  社 
楽 

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館 

が
所
蔵
す
る 

全
国
有
数
の
〈
社
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
を 

さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、 

社
史
の
使
い
方
や
、
社
史
の
楽
し
さ
、 

社
史
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。 
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今
回
は
、
現
在
の
プ
ロ
野
球
の
親
会
社
（
オ
ー

ナ
ー
企
業
）
の
社
史
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

球
団
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
を
見
て

い
く
こ
と
に
し
ま
す
。
パ
・
リ
ー
グ
の
企
業
は
あ

ま
り
社
史
が
な
か
っ
た
の
で
、
セ
・
リ
ー
グ
の
企

業
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

○ 

 

１
９
３
４
年
、
読
売
新
聞
社
が
企
画
し
て
ベ
ー

ブ
・
ル
ー
ス
ら
の
参
加
す
る
全
米
選
抜
チ
ー
ム
を

招
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
学
生
を
主
体
と
し
た

チ
ー
ム
を
相
手
と
す
る
こ
と
に
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア

精
神
と
の
兼
ね
合
い
で
文
部
省
が
反
対
を
し
ま

す
。
ま
た
、
神
宮
外
苑
球
場
の
使
用
も
許
可
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
読
売
新
聞
社
の
正 

ＳＨＡ 

ＲＡＫＵ 

 

プ
ロ
野
球
、
セ
・
リ
ー
グ
の
球
団
の
親
会
社 

○ 

巨
人
軍
の
誕
生
後
、
職
業
野
球
を
盛
り
上
げ
る

た
め
、
正
力
社
長
は
全
国
に
球
団
の
設
立
を
呼
び

掛
け
ま
す
。
当
時
、
阪
神
電
鉄
は
甲
子
園
球
場
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
春
・
夏
の
全
国
中
等
野
球

大
会
以
外
に
大
き
な
催
事
も
な
く
、
プ
ロ
野
球
の

試
合
開
催
は
魅
力
の
あ
る
話
で
し
た
。
１
９
３
５

年
の
年
末
、
大
阪
野
球
倶
楽
部
を
設
立
し
、
社
内

か
ら
の
懸
賞
公
募
で
「
タ
イ
ガ
ー
ス
」
の
愛
称
が

決
ま
り
ま
し
た
。
１
９
３
６
年
３
月
、
チ
ー
ム
編

成
完
成
の
報
告
会
に
て
、
六
甲
颪
で
知
ら
れ
る

「
大
阪
タ
イ
ガ
ー
ス
の
歌
」
も
披
露
さ
れ
ま
し

た
。『
阪
神
電
気
鉄
道
百
年
史
』（
２
０
０
５
年
刊

行
）
よ
り
紹
介
し
ま
し
た
。 

（
裏
面
に
続
く
） 

力
松
太
郎
社
長
は
、
職
業
野
球
団
を
結
成
す
る
こ

と
に
し
ま
す
。
全
米
選
抜
チ
ー
ム
と
の
対
戦
時

は
、
全
日
本
軍
と
い
う
建
前
で
し
た
が
、
１
２
月

の
全
米
選
抜
チ
ー
ム
の
帰
国
後
を
待
っ
て
、
大
日

本
東
京
野
球
倶
楽
部
の
設
立
を
発
表
し
ま
す
。
翌

年
に
は
ア
メ
リ
カ
に
遠
征
し
、
１
１
０
試
合
を

し
、
７
５
勝
の
成
績
を
納
め
ま
し
た
。
こ
の
遠
征

の
際
、
「
大
日
本
東
京
野
球
倶
楽
部
で
は
長
す
ぎ

て
宣
伝
に
損
だ
か
ら
、
東
京
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
し

て
は
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
側
の
助
言
が
も
と
に
な

っ
て
、
東
京
巨
人
軍
の
名
称
と
な
り
ま
し
た
。
ベ

ー
ブ
・
ル
ー
ス
来
日
の
経
緯
を
含
め
『
読
売
新
聞

八
十
年
史
』
（
１
９
５
５
年
刊
行
）
に
詳
し
く
記

さ
れ
て
い
ま
す
。 
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（
表
面
か
ら
続
く
） 

○ 
１
９
３
６
年
１
月
に
は
、
名
古
屋
新
聞
の
金
鯱
軍

と
、
新
愛
知
（
新
聞
）
の
名
古
屋
軍
が
誕
生
し
ま
す
。

『
中
日
新
聞
創
業
百
年
史
』
（
１
９
８
７
年
刊
）
に

よ
る
と
、
正
力
社
長
は
新
愛
知
側
に
「
名
古
屋
で
の

主
催
権
を
一
任
す
る
代
わ
り
に
、
地
元
で
野
球
チ
ー

ム
を
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
持
ち
か
け
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
正
力
社
長
は
ラ
イ
バ
ル
紙
の
名
古

屋
新
聞
に
も
球
団
結
成
の
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

新
愛
知
は
、
自
分
た
ち
だ
け
が
プ
ロ
野
球
に
進
出
す

る
と
信
じ
て
い
た
よ
う
で
、
手
の
内
を
さ
ら
し
て
し

ま
い
金
鯱
、
金
城
、
名
城
な
ど
地
域
に
根
差
し
た
チ

ー
ム
名
は
先
に
名
古
屋
新
聞
側
に
押
さ
え
ら
れ
、
や

む
な
く
名
古
屋
軍
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
１
９
３
６
年
２
月
、
鳴
海
球
場
で
行
わ
れ

た
金
鯱
軍
と
巨
人
軍
と
の
試
合
が
日
本
初
の
プ
ロ

野
球
戦
で
す
。
戦
時
中
、
名
古
屋
新
聞
と
新
愛
知
は

合
併
し
中
部
日
本
新
聞
（
の
ち
中
日
新
聞
）
と
な
り

ま
す
。
金
鯱
軍
は
東
京
の
チ
ー
ム
に
合
流
す
る
な
ど

変
遷
を
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
名
古
屋
軍
は
地
元
に

残
り
、
産
業
軍
と
形
を
変
え
た
後
、
戦
後
、
中
日
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
と
な
り
ま
し
た
。 

○ 

広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
「
東
洋
」
は
、
マ
ツ
ダ
の
旧

社
名
の
東
洋
工
業
に
由
来
し
ま
す
。
他
球
団
と
違
い 

親
会
社
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が 

が
、
『
東
洋
工
業
五
十
年
史
』
（
１
９
７
２
年
刊
行
）

を
見
る
と
、
１
９
５
０
年
の
広
島
カ
ー
プ
の
発
足
以

来
、
有
力
な
出
資
者
と
し
て
支
援
を
続
け
、
１
９
６

７
年
に
広
島
東
洋
カ
ー
プ
に
改
組
し
て
オ
ー
ナ
ー
と

な
っ
た
と
数
行
の
短
い
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。 

○ 

ヤ
ク
ル
ト
は
、
経
営
者
間
の
人
脈
に
よ
っ
て
、
産

経
新
聞
社
か
ら
サ
ン
ケ
イ
ア
ト
ム
ズ
の
株
式
を
取
得

し
て
球
団
経
営
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
１
９
７
０
年
、

チ
ー
ム
名
を
ヤ
ク
ル
ト
ア
ト
ム
ズ
と
し
、
１
９
７
４

年
の
シ
ー
ズ
ン
か
ら
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
に
改
称

し
て
い
ま
す
。 

当
時
、
ヤ
ク
ル
ト
に
は
全
国
に
保
養
所
を
作
る
計

画
が
あ
り
ま
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
の
従
事
者
の
利
用

に
は
限
度
が
あ
り
「
球
団
な
ら
従
事
者
に
も
お
客
さ

ま
に
も
精
神
的
な
慰
安
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
考
え
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
阪
神
の
大
阪
、
中
日

の
名
古
屋
な
ど
ラ
イ
バ
ル
チ
ー
ム
の
本
拠
地
で
は
売

れ
な
く
な
る
の
で
は
と
い
う
危
惧
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
球
団
は
グ
ル
ー
プ
の
精
神
的
な
支
柱
と
し
て

結
束
を
強
固
に
す
る
役
割
を
果
た
し
、
１
９
７
０
年

７
月
に
は
日
配
１
５
０
０
万
本
を
超
え
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
以
上
は
『
ヤ
ク
ル
ト
７
５
年
史 

上
巻 

創

業
の
熱
き
心
』（
２
０
１
４
年
刊
）
か
ら
。 

○ 

さ
て
、
最
後
に
神
奈
川
県
が
本
拠
の
横

浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
で
す
が
、
当

館
に
は
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
の
社
史
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
前
の
親
会
社
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ

も
球
団
所
有
期
の
社
史
は
ま
だ
出
て
い

な
い
よ
う
で
す
。
前
身
の
大
洋
ホ
エ
ー
ル

ズ
は
、
ま
た
別
の
か
た
ち
で
取
り
上
げ
ら

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
科
学
情
報
課
・
高
田
） 


